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〔研究資料〕

1 ．はじめに

近年，学業成績や知能指数（IQ）といった伝統的

な認知能力に加え，目標達成のために自らを律し，他

者と協働し，困難を乗り越える力，すなわち「非認知

能力」の重要性が社会的に広く認識されるようになっ

ている 1)．例えばGrit（やり抜く力）やセルフコント

ロールといった非認知能力は，個人の人生における成

功やウェルビーイングを予測する上で，才能以上に重

要な役割を果たす可能性が示唆されている 2)．特に，

心身ともに大きな変容を遂げる青少年期は，これらの

能力を育む上で極めて重要な時期である 3)と言える． 

このような背景のもと，青少年期における非認知能

力の育成の場として，スポーツが有効であるとの期待

が高まっている 4)．そしてスポーツは単なる身体的な

健康増進の手段に留まらず，目標設定 5)，挑戦，失敗 6)，

協調，規律 1)といった，非認知能力の育成に不可欠な

経験を豊富に提供していると考えられる．つまり青少

年期にスポーツを行うことは，将来の経済的 7)・社会

的成功 8)のために必要な能力を育むための有効な手段

になると言えるであろう．そこで本研究は，スポーツ

活動が青少年の社会情動的スキルおよび非認知能力の

育成に与える影響について，関連する研究を横断的に

分析し，その知見を整理することを目的とした． 

2 ．主要概念の定義

スポーツと非認知能力の関係について検討を進める

上で，非認知能力の育成の主要概念となる社会情動的

スキルとライフスキルの定義について確認する．

まず社会情動的スキル（Social and Emotional Skills：

SES）とは，個人の成功や社会機能にとって重要な個

人の能力や特性，性格の一部であり，様々な研究で用

いられている非認知能力などといった用語と概ね同様

の概念を示していると考えられている 9)．そのSESを

育成する体系的なフレームワークとして，非営利団体

であるCollaborative for Academic, Social, and Emotion-

al Learning（CASEL）の社会情動的学習（Social and 

Emotional Learning：SEL）がある 10)．SELとは，個

人が自己及び他者の感情を理解・管理し，肯定的な目

標を設定・達成し，他者への共感を感じ・示し，肯定

的な人間関係を構築・維持し，そして責任ある意思決

定を行うために必要な知識，態度，スキルを獲得・応

用するプロセスであると定義されており ，自己認識 

(Self-awareness) ，自己管理 (Self-management) ，社会

的認識 (Social awareness) ，対人関係スキル (Relation-

ship skills)，責任ある意思決定 (Responsible decision-

making)という5つのコンピテンシーで構成されてい

る 11)（図1）．
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3 .2　倫理的配慮

本研究では，個人情報を取り扱うことはなく，倫理

的な配慮は不要であった．

4．結果

4.1　分析対象となった論文数

本研究では，2015年から2025年の直近約10年間に

着目し，スポーツと非認知能力の関係に焦点を当てた

研究を検索したが，「スポーツと非認知能力」や「ス

ポーツと社会情動的スキル」といったテーマに焦点を

当てた研究は2015年以降急激に増加していた．検索

によって，PsycInfoとSPORTDiscusにおいて該当す

る論文は得られなかったが，PubMedとWeb of Sci-

enceにおいて200編を超える論文が抽出された．これ

らの論文の抄録及び本文内容を確認し，本研究におけ

るスポーツと非認知能力の関係に該当しない論文を除

外すると，最終的に18編の論文が選定された．選定

された論文の概要は表1に示した．

一方，ライフスキルとは ,「日常生活で生じるさま

ざまな問題や欲求に対して，建設的かつ効果的に対処

するために必要な能力」と定義されている（WHO, 1997)12）

これには，感情的スキル，認知的スキル，社会的スキ

ルが含まれ，SELのコンピテンシーと多くの点で重な

り合い密接に関係している 13）． 

3．方法

3.1　データ収集方法

本研究では，2025年9月1日から10月31日の間に 

PubMed，PsycInfo，Web of Science，SPORTDiscusの

データベースを用いて，「Non-cognitive abilities」

「sport」「youth」 ま た「Social and emotional skills」

「sport」「youth」の用語で文献検索を行い，2015年1

月から2025年10月の間に発表されたFull TextでOpen 

Accessの英語論文のみを分析対象とした．分析対象論

文は，a）査読付きであること，b）青少年（18歳以下）

を対象としたもの，c）レビュー論文ではないもの以外

は除外することとした．

図1　Interactive CASEL Wheel（CASEL）
図1．Interactive CASEL Wheel（CASEL）
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著者名 対象 研究⽅法 アウトカム指標 主たる成果

Centeio et al.（2023） 平均年齢14.82歳の男⼥ ⼆群間／介⼊／アンケート CASELコアコンピテンシーなど Believe in Youプログラムが，体育と学校教育にSELを
統合する実現可能かつ効果的な⽅法であることを⽰唆
した

Nazari et al.（2025） ⾼校1年⽣の男⼥ ⼆群間／介⼊／テスト 多重知能検査、CERQなど ⾝体活動を通して実施された介⼊プログラムが，思春
期の⽣徒の内的知能，認知機能を効果的に向上させ，
情緒的問題を軽減できることを実証した

Pocius and Malinauskas
（2025）

平均年齢15.83 ± 0.37歳の
男⼦

⼆群間／介⼊／テスト PSRQ、RSES、PABSS、SSRS-S、
SSRI

ポジティブな⾏動スキルを育む教育プログラムによっ
て，対⼈関係や⾃⼰管理能⼒が統計的に有意に向上し
たことが明らかとなった

Mežan et al.（2025） 平均年齢9.56 ± 0.73歳の
男⼥

⼆群間／介⼊／テスト My Class 質問票、LAPOPECQ、AFA 選⼿同⼠が互いに教え合い，共通の⽬標に向かって協
⼒する⼿法が，対⼈関係の改善や感情的な⾃⼰概念の
向上に極めて有効であることを実証した

Greenlees et al.（2021） 平均年齢11.57歳の男⼦ ⼀対⼀の半構造化インタ
ビュー

スキルの実⾏、達成、⼼理的要因などの
⾃信の種類

コーチから提供された情報とフィードバックは，参加
者全員から⾃信を決定づける上で影響⼒があると認識
された

Condello et al.（2021） 10歳~12歳の男⼥ ⼆群間／介⼊／テスト MASCSなど 従来の体育に参加した⼦供と⽐較して，強化されたマ
ルチスポーツ介⼊に参加した⼦供の運動能⼒，協⼒，
共感が向上した

Lara-Bercial and McKenna
（2022）

平均年齢13.9歳の男⼦とそ
の保護者、またクラブコー
チなど

フォーカスグループインタ
ビュー

⾃⼰の発達、社会開発、感情の発達など スポーツへの参加によってもたらされる成果は多岐に
わたる可能性があるにもかかわらず，選⼿の内的•外的
資産，そして彼らが経験に抱く個⼈的な物語が，彼ら
の発達の規模を決定する上で強⼒な役割を果たしてい
ることが⽰された

Nosvelli（2022） 10歳の男⼥ 四群間／テスト INVALSIテストと⾮認知スキル 社交性や⾃律性などの⾮認知スキルについては，練習
の頻度が⾼いほどより顕著に向上し，将来的な⼈的資
本の形成に寄与することが⽰された

Bean et al.（2016） 平均年齢12.44歳の⼥⼦ 単⼀群／介⼊／半構造化イ
ンタビュー

感情のコントロール、集中⼒、⽬標達成
能⼒など

プログラムへの参加を通じてライフスキルを習得し，
転移できたと感じていることを⽰した

Lee and Lem（2025） 7歳から16歳の男⼥ 4団体のケーススタディ ⽣徒ハンドブック、指導者マニュアル、
⿊帯のエッセイ、推薦状など

⿊帯取得の過程は，⾝体能⼒の発達と⽣活スキルの習
得を統合した総合的な経験を提供することを⽰唆した

Son et al.（2021） 中学⽣男⼥ アンケート調査 運動部活動への参加の有無、⾃尊⼼と社
会性

単にスポーツ活動に参加するだけでなく，継続的な試
合を⾏うリーグ形式に参加している⽣徒ほど，学業や
対⼈関係における⾃⼰肯定感や，⾃主性・社交性と
いった社会的能⼒が顕著に⾼いことが明らかになった

Teques et al.（2024） 12歳から17歳までの男⼥ フォーカスグループインタ
ビュー

感情スキルやコントロールを取り戻すた
めの感情スキルなど

スポーツが⻘少年にとって多くの困難な感情的状
況を⽣み出す⼀⽅で，スポーツの内外で感情に対処す
るのに役⽴つリソースも提供していることを明ら
かにした

Portela-Pino et al.（2021） 平均年齢14.18歳の男⼥ 単⼀群／アンケート SECQ、PAQ-A 課外スポーツ活動において，社会情緒教育を促進する
ためには，価値観，肯定的な感情，批判的思考，⾃信
などを育むための実際の状況を提供する必要があるこ
とを⽰した

Wang et al.（2024） 10歳群と15歳群の男⼥ アンケート調査 感情のコントロールや他者との関わりな
ど

10歳と15歳の⽣徒の両⽅において，課外スポーツ活動
への参加と社会的•情緒的スキルの向上との間に有意な
正の相関関係があることが明らかになった

Malinauskas and
Malinauskiene（2021）

平均年齢 16.91歳の男⼥ ⼆群間／介⼊／テスト SSRI、SSRS-S 体育の授業を活⽤した社会情動的スキル向上プログラ
ムの導⼊によって，体育という場が情動教育に極めて
有効であることが証明された

Nuñez et al.（2023） 平均年齢14.44歳の男⼥ ⼆群間／アンケート ASSEC、PAQ-A、RSE、HLS-EU-Q47 スポーツ教育機関に参加した若者は，スポーツ教育機
教育機関に参加していない同年代の若者よりも⾃尊⼼
が⾼まり，⾝体活動レベルも⾼くなった

Brown et al.（2025） 中学2年⽣の男⼥ 単⼀群／介⼊／アンケート ⾃⼰効⼒感、レジリエンスなど 意図的に設計された野外冒険教育プログラムが，都市
部の若者に重要な社会情動的能⼒を育む⼒強い経験を
提供する可能性を⽰唆した

Battaglia and Kerr（2024） 平均年齢16歳の男⼥ ⼀対⼀の半構造化インタ
ビュー

帰属意識、有能感、楽しさ、喜びなど アスリートたちは，スポーツの種類に関わらず，⻘少
年の発達と参加の決定において，コーチや仲間の存在
が極めて重要であることを明らかにした

表1．選定された論⽂の概要表1　選定された論文の概要
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験を通して，青少年は協調性やコミュニケーション能

力，そして共感性といった社会で生きていく上で必要

な社会的ライフスキルを，スポーツから自然な形で得

ていくことができるのではないかと考えられる．

・情動的ライフスキルの発達

スポーツは勝利した時の喜びや敗北した時の悔し

さ，プレッシャーのかかる場面での緊張など，様々な

感情を経験する機会に満ちている 17）18）．これらの経

験は，情動的ライフスキル，すなわち感情を認識し，

理解し，適切に制御する能力を発達させるために貴重

な場となる 18）．Pocius & Malinauskas（2025）15）は，

ポジティブな行動スキルを育む教育プログラムの効果

を検証し，プログラムを受けたグループは受けていな

いグループに比べて，対人関係や自己管理能力が有意

に向上したことを明らかにしている．また，Bean et 

al（2016）19）は身体活動プログラムを通じて，単に運

動を指導するだけではなく，感情調整や目標設定と

いった内省的スキル，および尊敬や責任感などの対人

的スキルを意図的に教えるアプローチの重要性を示唆

している．

これらのようなプログラムの介入により，青少年が

衝動的な行動を抑え，ストレスのある状況に冷静に対

処する自己制御（セルフコントロール）やレジリエン

スを身につけることができると考えられる．

・認知的・内発的ライフスキルの発達

スポーツにおける上達や目標達成へのプロセスは，

認知的および内発的ライフスキルを養う機会を提供し

ていると考えられる．Lee & Lim（2025）20）は，明確

で段階的なシステムが，長期的な目標設定能力と困難

に屈しない忍耐力を育んでいることを示唆している．

また，Greenless et al（2021）21）はエリートユース

サッカー選手がゴールやアシストといった具体的な成

果を通じて，自身の能力に対する自信を獲得していく

プロセスを明らかにしている．

これらの経験は，やればできるという自己効力感を

内面化させ，自らの意思で困難な課題に粘り強く取り

組む力を育んでいると考えられる．そしてこの成果を

実感するサイクルは，Gritや自己効力感といった重要

な非認知能力の基盤を形成していると考えられる．

4 .2　選定された論文の概要

本研究において選定された18編の論文では，18歳

以下の青少年を対象に二群間で介入プログラムを行

い，その前後におけるアンケート調査やSSRS-S (So-

cial Skills Rating System-Secondary Student form)や

RSE (Rosenberg Self-Esteem Scale)といった質問紙法

による比較，また一対一での半構造化インタビューや

フォーカスグループインタビューによって，対象者の

スポーツと非認知能力の関係について検討を行ってい

た．これらの研究では，ほぼ全てにおいてスポーツ活

動が非認知能力や社会情動的スキルの向上に影響を与

えていたことを示唆していた．

5 ．考察

5.1　スポーツ参加が非認知能力に与える影響

スポーツは単に身体を動かす場であるだけでなく，

社会的及び心理的発達に多大な影響を及ぼす可能性を

持っていると考えられる．そこで，スポーツへの参加

が社会情動的スキルや非認知能力の各側面にどのよう

な影響を与えるかについて，選定された近年行われて

いる研究動向を確認することとする．本研究では

Hermens et al（2017）13)の研究を参考に，ライフスキ

ルを社会的ライフスキル，情動的ライフスキル，認知

的・内発的ライフスキルの３つのカテゴリーに分けて

整理した．

・社会的ライフスキルの発達

スポーツ，特にチームスポーツは共通の目標を達成

するためには，チームメイトと協力し，役割を分担し，

コミュニケーションを取ることが不可欠である 14）15）．

Mežan et al（2025）16）は，協同学習が若い陸上競技

選手の心理的成長などにどのような影響を与えるかに

ついて調査した結果，協同学習モデルは，子供たちの

間にポジティブな人間関係を育み，相互支援的な環境

を創出し，対人関係の改善や感情的な自己概念の向上

に有効であることを示唆している．また，Battaglia & 

Kerr（2024）14）は，チームスポーツは他者との繋が

りを育みやすく，仲間との強い絆がモチベーションの

維持に不可欠であるとしている．

練習や試合の中で，意見の対立を乗り越え，お互い

の長所を活かし，短所を補い合う経験は，教室での学

習だけでは得難いものである．このような実践的な経
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の関係についてGrit尺度を用いて検討しており，ス

ポーツによって経験できる自分自身や他者との関わり

によってGritが向上することを示唆している．重要な

ことは，スポーツの種類を問わず，そこに意図的なラ

イフスキルの指導と良好な人間関係が備わっているよ

うな組織化されたスポーツ活動への参加が青少年の発

達に大きな影響をもたらす可能性があるということで

ある．

6 ．おわりに

本研究は，スポーツ活動が青少年の社会情動的スキ

ルおよび非認知能力の育成に与える影響について，関

連する研究を横断的に分析し，その知見を整理するこ

とを目的とした．その結果明らかになったのは，ス

ポーツ活動が社会情動的スキル及び非認知能力といっ

た経済的・社会的成功につながる可能性のある能力を

向上させるための有効な手段となりうるが，それらの

能力を向上させるためには，スポーツ活動への単なる

参加によって自動的にもたらされるものではないとい

うことである．スポーツ活動によって，社会情動的ス

キルおよび非認知能力の教育効果を真に引き出すため

には，教育効果を促す意図的なプログラムや指導者に

よる専門的知識を生かした関わりなどが必要であると

考えられる．
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